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●総合震災訓練を実施します…１面
●プラスチックなどの収集方法を変更します…２面
●住宅用火災警報器の悪質訪問販売にご注意…２面
●すぎなみ地域大学後期講座受講生募集中…８面

総総
合合
震震
災災
訓訓
練練
をを
実実
施施
しし
まま
すす

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」。大
地
震
へ
の
備
え
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今

年
も
、
全
区
民
の
方
を
対
象
に
区
立
小
中
学
校
六
七
カ
所
で
総
合
震
災
訓
練
を
一
斉
に

実
施
し
ま
す
。お
近
く
の
小
中
学
校
に
足
を
運
び
、震
災
救
援
所
の
訓
練
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
住
ま
い
や
地
域
の
防
災
を
考
え
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
へ
。

▲避難所生活を想定した炊き出し訓練

　

学
校
防
災
倉
庫
に
ど
の
よ
う
な
備

蓄
品
が
あ
る
か
を
確
認
し
、
ト
イ
レ

の
組
み
立
て
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
操
作

な
ど
の
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
備
え
が 

あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
で
す
。

　

家
の
耐
震
補
強
や
家
具
の
転
倒
防

止
を
行
い
、
大
き
な
地
震
が
起
き
た

時
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
家
族
と
連
絡
を
と

る
の
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
利
用
の
電
話
会

社
に
災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。　
　

災
害
復
旧
ま
で
に
は
最
低
三
日
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭

で
三
日
分
の
食
料
と
水
は
準
備
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
懐
中
電

灯
、
ラ
ッ
プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
、使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
、
生
理
用
品
、
さ
ら
し
布
な
ど

も
準
備
し
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
。

　
 

９
月
３
日
㈰
午
後
１
時　

分
～

３０

４
時 

区
立
小
中
学
校
六
七
カ
所
、

桃
井
原
っ
ぱ
広
場
（
桃
井
３
們
８
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ

総
合
震
災
訓
練
の
内
容

　

９
月
３
日
蚊
午
後
１
時　

分
、
防

３０

災
無
線
に
よ
る
地
震
発
生
の
放
送

（
サ
イ
レ
ン
）
を
合
図
に
訓
練
を
開

始
し
ま
す
。

捌
児
童
・
生
徒
・
区
民
に
よ
る
校
庭

へ
の
避
難
訓
練

捌
発
電
機
を
使
用
し
た
校
内
放
送
訓

練
や
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
訓
練

捌
受
水
槽
へ
の
蛇
口
等
の
取
り
付
け

時
場

申

捌
学
校
防
災
倉
庫
、
災
害
備
蓄
倉
庫

の
確
認

捌
防
災
資
機
材
（
ト
イ
レ
、
リ
ヤ
カ

ー
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
）
の
操

作
訓
練

捌
医
療
救
護
訓
練
（
桃
井
第
五
小
学

校
・
四
師
会
と
連
携
）

捌
ペ
ッ
ト
対
応
訓
練（
杉
森
中
学
校
・

獣
医
師
会
と
連
携
）

捌
災
害
時
の
要
援
護
者
対
応
訓
練

（
桃
井
第
三
小
学
校
）

桃
井
原
っ
ぱ
広
場
で
の
訓
練

　

午
後
２
時　

分
こ
ろ
、
桃
井
原
っ

１５

ぱ
広
場
で
、
訓
練
の
一
環
と
し
て
消

防
署
・
警
察
署
・
自
衛
隊
（
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）
に
よ
る
救
護
・
搬
送
訓
練

を
行
い
ま
す
。
公
園
近
隣
に
お
住
ま

い
の
方
に
は
、
騒
音
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

区
立
小
中
学
校
が 

避
難
・
救
援
の
拠
点
で
す

　

大
震
災
が
起
き
、
被
害
が
甚
大
で

家
に
住
む
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
区

立
小
中
学
校
六
七
校
が
震
災
救
援
所

と
な
り
、
地
域
の
避
難
お
よ
び
救
援

の
活
動
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
震
災
救
援
所
を

円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、区
民
・

学
校
・
行
政
（
区
）
が
連
携
し
、
震

災
救
援
所
運
営
連
絡
会
（
上
図
）
を

設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
震
災
救
援
所

の
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◇
震
災
救
援
所
の
訓
練

　

当
日
は
、区
立
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
登
校
し
、
震
災
時
の
安
全
を

確
保
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
震
災
救
援
所
運
営
連
絡
会

委
員
・
学
校
・
区
職
員
が
中
心
と
な

っ
て
、
実
際
に
震
災
救
援
所
を
開
設

し
、
防
災
資
機
材
の
操
作
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん　
 

訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

訓
練
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
当
日
、
直
接
お
近
く
の
小
中
学

校
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①建築相談会と耐震診断申し込み
　木造住宅を中心とした建物の耐震相談や区の簡易診
断の申し込み受け付けを行います。
②震災復興まちづくり模擬訓練受付
　９月～１２月まで実施する阿佐谷・高円寺地区震災復
興まちづくり模擬訓練の参加者（対象地域に在住・在
勤の方）の受け付けを行います。
③住まいの修繕・増改築相談
　修繕・増改築の相談以外にも、高齢者のためのバリ
アフリー工事などの相談に応じます。
④パネル展示
　防災や耐震工事などのパネル展示を行います。

☆
　 ８月３０日㈬～９月１日㈮①②④は午前１０時～午
後４時、③は９月１日㈮午後１時～４時 区役所１階
ロビー 無料 当日、直接会場へ
⑤防災ビデオの上映
　地震・耐震補強工事などを解説します。　
　 ８月３０日㈬～９月１日㈮午前１０時～午後４時（１
日は正午まで） 区役所２階区民ギャラリー 無料 
当日、直接会場へ
⑥耐震デモンストレーション
　小型地震計とパソコンを使い耐震性をその場で測定
する方法を紹介します。
　 ９月１日㈮午後１時～４時 区役所２階区民ギ
ャラリー 無料 当日、直接会場へ
⑦防災啓発セミナー
⑴マンションは地震に弱い
　 ＮＰＯ法人耐震総合安全機構・矢野克巳　
⑵震災復興のまちづくりを考える　
　 首都圏総合計画研究所・濱田甚三郎
⑶マンションの耐震相談とパネル展示

☆
　 ９月２日㈯、⑴は午後１時～３時、⑵は午後３時
３０分～５時、⑶は午前１０時～午後３時 産業商工会館
（阿佐谷南３-２-１９） 無料 当日、直接会場へ

時
場

費 申

時
場 費 申

時 場
費 申

師

師

時
場

費 申

害害問い合わせは、建築課建築防災係へ。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

総
合
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま

総
合
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
すす

総
合
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

9月3日㈰

８月３０日㈬〜９月２日㈯
みんなで地震に備えよう
住まいや地域の防災を

考えるイベント
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し
、熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る「
サ

ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
を　

年
度
か

２０

ら
実
施
す
る
方
針
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
　

年
度
か
ら
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

２０
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
本
格
実
施

に
向
け
て
、
区
で
は
、　

月
か
ら
左

１０

記
の
地
区
で
、
資
源
と
し
て
回
収
で

き
な
い
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、
可
燃

ご
み
と
し
て
モ
デ
ル
収
集
し
ま
す
。

◇
モ
デ
ル
収
集
実
施
地
区

　

松
庵
一
〜
三
丁
目
地
区

　

和
田
一
丁
目
地
区

◇
モ
デ
ル
収
集
の
方
法

臼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
「
資
源
」
と
し
て

回
収
し
ま
す
。

渦
資
源
と
し
て
回
収
で
き
な
い
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
「
可
燃
ご
み
」
と

し
て
収
集
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
警
報
器
の
設

置
義
務
化
に
便
乗
し
、
消
防
署
や
区

役
所
の
職
員
を
装
っ
た
販
売
員
に

「
す
ぐ
に
設
置
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ

ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
不
良
品
や

高
額
の
警
報
器
を
買
わ
せ
ら
れ
た
事

例
が
あ
り
ま
す
。
消
防
署
や
区
役
所

の
職
員
が
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
す
る
際
に

は
商
品
の
種
類
や
価
格
を
比
較
す
る

な
ど
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　

火
災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
を
感
知

し
て
、火
災
の
発
生
を
警
報
音
ま
た

は
音
声
で
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。「
煙

式
」と「
熱
式
」（
台
所
の
み
設
置
可
）

が
あ
り
ま
す
。

◇
な
ぜ
設
置
す
る
の
？

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
八
割
は
「
住

宅
火
災
」
が
原
因
で
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
亡
原
因
の
四
割
は
「
発
見
の

遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
災
を

早
期
に
発
見
し
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
大
変
有
効
で
す
。

◇
い
つ
か
ら
義
務
付
け
な
の
？

▼
新
築
、
改
築
す
る
住
宅

　
　

年　

月
１
日
か
ら
既
に
設
置
が

１６

１０

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
は
、
共
同
住

２２
宅
や
店
舗
を
兼
ね
た
住
宅
も
含
め
て

全
戸
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

寝
室
・
台
所
・
階
段
な
ど
す
べ
て

の
部
屋
が
対
象
と
な
り
ま
す（
浴
室
・

ト
イ
レ
・
洗
面
所
・
納
戸
な
ど
は
含

み
ま
せ
ん
）。

◇
購
入
す
る
に
は
？

　

防
災
設
備
取
り
扱
い
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

購
入
の
目
安
と
し
て
上
記
の
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し

ょ
う
。　

　

東
京
二
三
区
で
は
、
東
京
港
内
に

残
さ
れ
た
最
後
の
ご
み
最
終
処
分
場

（
新
海
面
処
分
場
）
の
延
命
化
を
図

り
、
ま
た
、
限
り
あ
る
資
源
の
有
効

活
用
を
め
ざ
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
埋

立
て
処
分
し
て
い
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
可
燃
ご
み
と
し
て
収
集
・
焼
却

嘘
併
せ
て
、
ゴ
ム
・
皮
革
類
を
「
可

燃
ご
み
」
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

※
モ
デ
ル
収
集
の
実
施
に
よ
り
、
近  

　

隣
地
域
を
含
め
て
収
集
時
間
が
変

　

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
り
、
詳
し
い
内
容
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
、
該
当
す
る
地

区
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
説
明
会
を
左
上
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
（
各
日
と
も

一
時
間
三
〇
分
程
度
を
予
定
）。

◇
安
全
性
へ
の
配
慮　

　

清
掃
工
場
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
混

合
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
を
行
う
に

あ
た
り
、
ご
み
の
中
間
処
理
を
担
う

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

が
、
施
設
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
実
証
確
認
に
よ
る

検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し

ま
す
。

◇
パ
ネ
ル
展　

　

杉
並
清
掃
工
場
で
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
俄
〜
９
月　

日
我
午

２１

２０

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
日
曜
日
を
除

く
） 

杉
並
清
掃
工
場
ロ
ビ
ー
（
高

井
戸
東
３
們
７
們
６
） 

杉
並
清
掃

工
場
緯
３
３
３
１
倆
６
１
１
０

時
場

問

〈説明会日程表〉
松庵１〜３丁目地区

場　所日　時

松庵小学校体育館（松庵２崖２３崖２４）９月２日㈯午後７時
１６日㈯午後７時

西松会館（松庵２崖１３崖２４）１２日㈫午後３時
和田１丁目地区

場　所日　時
和田会議室（和田１崖４１崖１０）９月９日㈯午後３時
和田中央児童館（和田１崖３８崖１８）１２日㈫午後７時
和田区民集会所（和田２崖３１崖２１）１９日㈫午後３時

サーマルリサイクルとは？

　廃棄物を清掃工場で焼却す
る際に発生する熱エネルギー
を回収して、
発電や温水供
給に活用する
ことです。

害害害問い合わせは、清掃管理課清掃計画係へ。

革

食料品や日用品を買ったときに使われてい
るプラスチック製の包み、入れ物、袋など

資源となるプラスチック製容器包装とは

▲

目
印
は
こ
の
マ
ー
ク

２０年度には、プ
ラスチックの
資源回収地域
を区内全域に
拡大します。

２０年度から可燃ごみになる廃プラスチックは

（例）プラスチック製バケツ・ビデオテープ・
カセットテープ・ボールペンなど

区では、プラスチックの
資源回収を推進しています

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
訪
問
販
売
＝
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
８
倆
３
１

２
１
、
警
報
器
設
置
＝
杉
並
消
防
署
緯
３
３
９
３
倆
０
１
１
９
ま
た
は
荻
窪
消

防
署
緯
３
３
９
５
倆
０
１
１
９
、
販
売
店
の
紹
介
＝
防
災
課
へ
。

▲すでにお住まいの住宅
の場合

▲新築・改築する場合

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

介
護
保
険
は
利
用
者
が
事
業
者
を

選
択
し
て
契
約
を
結
び
、
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
事
業
者
を
選

択
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
公
表

す
る
と
と
も
に
不
良
事
業
者
の
排

除
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
質
・
専

門
性
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
適
切

に
事
業
者
を
選
択
し
、
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
運
営
状
況
な
ど
に
関
す
る

情
報
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。

　
　

年
度
は
九
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

１８
い
て
９
月
こ
ろ
か
ら
順
次
、
公
表
す

る
予
定
で
す
（
下
図
参
照
）。

②
事
業
者
規
制
の
見
直
し

　

事
業
者
の
指
定
に
有
効
期
間
（
六

年
）
を
設
け
、
指
定
の
取
消
要
件
の

追
加
や
、
都
道
府
県
・
区
市
町
村
が

よ
り
実
態
に
即
し
た
指
導
監
督
や
処

分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事

業
者
に
対
す
る
権
限
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
資
格
を
更
新
制

（
五
年
間
）
に
し
、
研
修
の
受
講
を

義
務
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
標
準

担
当
件
数
を
見
直
し
、
質
の
高
い
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
課
で
は
、　

年
４
月
か

１８

ら
の
制
度
改
正
に
よ
る
変
更
の
ポ
イ

ン
ト
を
四
回
に
わ
た
り
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
介
護
保

険
を
身
近
な
も
の
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈介護サービス情報の公表の仕組み〉

都が指定した情報公表センター
㈶東京都高齢者研究・福祉振興財団

介護保険事業介護保険事業者者
【基本情報】
所在地・職員体制・
利用料金など

【調査情報】
介護サービスの内容・
事業所の運営状況など

１８年度に公表の対象となるサービス
葛介護老人福祉施設・介護老人保健施設・特定施設入
居者生活介護（有料老人ホーム・軽費老人ホーム）
葛訪問入浴介護・福祉用具貸与・訪問看護・通所介護
葛訪問介護・居宅介護支援

革 公表

インターネットなどによる参照隔
サービス利用者・家族なサービス利用者・家族などど

介護保険制度が変わりました  改正のポイント④

介護サービスの質を
確保・向上を図ります

害害問い合わせは、介護保険課へ。 ▲設置の対象となるところ
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◇
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方

　
　

年
度
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
有
効
期

１８
間
は
、　

月
１
日
〜　

年
９
月　

日

１０

１９

３０

ま
で
の
一
年
間
で
す
。　

歳
以
上
の

７０

方
は　

月
１
日
か
ら
申
請
で
き
ま

１０

す
。
パ
ス
の
金
額
は　

年
度
の
住
民

１８

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
二
万
五

一
〇
円
（
た
だ
し
、　

年
度
の
住
民

１７

税
が
非
課
税
の
方
は
、「
非
課
税
が
確

認
で
き
る
」
書
類
を
提
示
す
れ
ば
一

〇
〇
〇
円
）、非
課
税
の
方
は
一
〇
〇

〇
円
で
す
。
手
続
き
に
は
臼
健
康
保

険
証
な
ど
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の
渦
一
〇
〇
〇
円

の
パ
ス
に
該
当
す
る
方
は
住
民
税
の

「
非
課
税
が
確
認
で
き
る
」
書
類
を

お
持
ち
の
上
、
お
近
く
の
バ
ス
の
営

業
所
・
案
内
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☆

　
 

東
京
バ
ス
協
会
緯
５
３
０
８
倆

６
９
５
０
ま
た
は
バ
ス
会
社
の
営
業

所
・
案
内
所 

区
役
所
で
の
更
新
手

続
き
の
際
、「
今
か
ら
す
ぐ
で
き
る
介

護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
コ
ツ
」
の

紹
介
と
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。
手

続
き
後
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

（
９
月
１
日
㈮
・
４
日
㈪
午
前　

時
１０

〜
正
午
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

　

番
」
強
化
週
間

１１０
　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
は
「
子

ど
も
の
人
権　

番
」
を
設
置
し
、
子

１１０

ど
も
た
ち
の
悩
み
な
ど
の
情
報
を
積

問

他

極
的
に
把
握
し
、
問
題
解
決
の
た
め

に
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
 

８
月　

日
俄
〜
９
月
３
日
蚊
午

２８

前
８
時　

分
〜
午
後
６
時　

分（
土
・

３０

３０

日
曜
日
は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

 

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
、
法
務

局
職
員 

電
話
で
、
子
ど
も
の
人
権

　

番
緯
０
５
７
０
倆
０
７
０
倆
１
１

１１００
へ 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
内

東
京
都
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
会

緯
５
６
８
９
倆
０
５
３
５

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
義
務
教
育
を
猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
方
、
並
び
に
猶
予
ま
た
は

免
除
を
受
け
ず
、か
つ
、今
年
度
の
終

わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
方
な
ど
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

を
認
定
す
る
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
文
部
科
学
省
が
実

施
し
、
合
格
者
に
は
高
等
学
校
へ
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
 

願
書
受
付
期
間
＝
８
月　

日
画

２５

〜
９
月　

日
峨
▽
試
験
日
＝　

月
６

１２

１１

日
俄
▽
合
格
発
表
＝　

月　

日
㈫

１２

１２

（
予
定
）
▽
受
験
案
内
な
ど
配
布
先

＝
都
教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育
心
身

障
害
教
育
課
小
中
学
校
係
（
都
庁
第

二
本
庁
舎
二
八
階
） 

同
係
緯
５
３

２
０
倆
６
７
５
２

放
射
第
５
号
線
事
業 

推
進
の
た
め
の
検
討
協
議
会

◇
検
討
協
議
会

　
 

９
月
６
日
我
午
後
６
時
〜
８
時

▽
傍
聴
受
付
＝
５
時　

分
〜 

区
役

３０

所
中
棟
五
階
第
三
委
員
会
室
（
地
下

一
階
夜
間
入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ

い
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

都
第

三
建
設
事
務
所
工
事
第
一
課
環
境
対

策
担
当
係
緯
３
３
８
７
倆
５
３
４
７

ま
た
は
区
都
市
計
画
課 

車
で
の
来

時
師

申
問

内

問

時

場

申

問

他

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

◇
専
門
部
会

　

検
討
内
容
、
傍
聴
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

①
周
辺
ま
ち
づ
く
り
専
門
部
会

＝
８
月　

日
峨
午
後
６
時
〜
８
時　

２９

３０

分
②
緑
地
専
門
部
会
＝
９
月
１
日
画

午
後
６
時
〜
８
時 

久
我
山
会
館

（
久
我
山
３
們　

們　

） 

当
日
、直

２３

２０

接
会
場
へ 

臼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

地
区
計
画
係
渦
都
西
部
公
園
緑
地
事

務
所
工
事
課
設
計
係
緯
０
４
２
２
倆

４
７
倆
０
１
１
４ 

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

東
京
外
か
く
環
状
道
路 

「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
」

◇
都
民
の
意
見
を
聴
く
会

　
 

９
月　

日
㈯
午
前　

時　

分
〜

１６

１０

３０

 

都
庁
都
民
ホ
ー
ル
（
新
宿
区
西
新

宿
２
們
８
們
１
） 

公
述
人
の
応
募

が
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す

◇
公
述
人
の
募
集

　
 

募
集
期
間
＝
９
月
４
日
㈪
ま
で

 

二
五
名
（
抽
選
） 

詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

☆

　
 

都
環
境
局
環
境
影
響
評
価
課
緯

５
３
８
８
倆
３
４
５
３

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の 

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　

生
ご
み
や
落
ち
葉
な
ど
を
土
中
の

微
生
物
の
働
き
で
た
い
肥
に
す
る
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
。
あ
っ
せ
ん
で
購
入
い
た
だ
い
た

後
に
、
領
収
書
と
必
要
書
類
を
添
え

て
申
請
く
だ
さ
い
。
あ
っ
せ
ん
価
格

の
二
分
の
一
を
補
助
し
ま
す
。

　
 

右
下
表
の
と
お
り 

・ 

清
掃

管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
へ 

臼

補
助
は
年
度
内
に
一
世
帯
一
個
、
三

年
度
で
二
個
ま
で
で
す
渦
同
年
度
内

に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
両
方
の
補
助
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
嘘
あ
っ
せ
ん
は　
１９

時

場

申

問

他

時
場

他

内
定

申

問内

申

問
他

年
２
月
末
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
唄
返
品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。

区
役
所
西
棟
七
階
で
展
示
し
て
い
る

見
本
を
確
か
め
て
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

区
立
保
育
園 

保
育
補
助
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
期
間
＝　

月
１
日
〜　

年

１０

１９

３
月　

日
の
一
〜
六
カ
月
▽
勤
務
時

３１

間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
実
働
八
時
間
）
▽
勤
務
日
数
＝

月
二
〇
日
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

▽
募
集
人
数
＝
三
〇
名
程
度
▽
日
給

な
ど
＝
保
育
士
有
資
格
者
八
一
六
〇

円
、
そ
の
他
七
五
二
〇
円
（
二
カ
月

を
超
え
る
雇
用
は
社
会
保
険
加
入
。

交
通
費
支
給
な
し
） 

満　

歳
以
上

１８

の
方
（
高
校
生
不
可
） 

・ 

写
真

を
は
っ
た
履
歴
書
に
勤
務
可
能
期

間
、
志
望
動
機
、
携
帯
電
話
を
お
持

ち
の
方
は
そ
の
電
話
番
号
も
書
い
て

（
区
役
所
関
係
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
経
験
者
は
職
歴
と
し
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）、９
月　

日（
必
着
）ま

１５

で
に
保
育
課
管
理
係
（
区
役
所
東
棟

三
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

臼
９

内

対
申

問他

月
か
ら
の
勤
務
や
四
時
間
勤
務
、
朝

か
夕
方
の
二
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
（
週
六
日
勤
務
）
な
ど
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

渦
勤
務
希
望
園
は
住
所
を
参
考
に
保

育
課
で
選
定
し
ま
す
の
で
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
嘘
保
育
士
有
資
格
者

は
「
保
育
士
証
」
の
コ
ピ
ー
を
添
え

て
く
だ
さ
い
（　

月　

日
以
降
「
保

１１

２８

育
士
（
保
母
）
資
格
証
明
書
」
で
は

無
資
格
者
扱
い
と
な
り
ま
す
）。幼
稚

園
教
諭
免
許
は
提
出
不
要
で
す
唄
書

類
審
査
の
上
、
採
用
候
補
者
と
な
っ

た
方
に
は
採
用
面
接
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
欝
書
類
審
査
・
面
接
・
応
募

者
数
の
状
況
な
ど
に
よ
り
採
用
候
補

者
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
蔚

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
鰻
採
用

時
に
所
定
の
健
康
診
断
書
（
費
用
は

自
己
負
担
）
が
必
要
で
す

介
助
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

障
害
児
の
放
課
後
活
動
の
介
助

▽
勤
務
時
間
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
午

後
２
時
〜
５
時
▽
勤
務
場
所
＝
高
井

戸
会
議
室（
高
井
戸
西
２
們
５
們　

）
１０

ほ
か
▽
時
給
＝
八
〇
〇
円
〜
一
〇
〇

〇
円
（
有
資
格
者
優
遇
） 
　

歳
ま

５５

で
の
方 

・ 

ほ
っ
ぷ
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
緯
０
９
０
倆
２
４
２
２
倆
０
９
７

２上
荻
ふ
れ
あ
い
の
家
職
員

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
介
護

臼
パ
ー
ト
渦
フ
ル
タ
イ
ム
▽
勤
務
時

間
＝
臼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

（
週
三
日
程
度
）
渦
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
週
五
日
）
▽
時

３０

給
＝
臼
八
八
〇
円
〜
九
八
〇
円
渦
九

五
〇
円
〜
一
〇
五
〇
円
▽
資
格
＝
臼

渦
と
も
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
（
応
相

談
） 

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を

上
荻
ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

倆
０
０

１６７

４
３
上
荻
２
們　

們
７
）
へ
郵
送
ま

２６

た
は
持
参 

上
荻
ふ
れ
あ
い
の
家
緯

３
３
０
１
倆
２
２
５
６

内

対

申

問

内
申

問

国
民
健
康
保
険
料
の 

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

　

８
月　

日
牙
に
、
９
月
〜　

月
分

３１

１２

の
納
付
書
と
９
月
分
以
降
が
す
べ
て

納
付
で
き
る
「
一
括
納
付
書
」
を
お

送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

と
、
９
月
分
以
降
の
保
険
料
を
既
に

納
付
済
み
の
方
に
は
お
送
り
し
ま
せ

ん
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
無
料
家
庭
相
談

　

家
庭
相
談
員
が
あ
な
た
と
一
緒
に

問
題
を
考
え
ま
す
。
電
話
や
手
紙
に

よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

毅
夫
婦
・
親
子
な
ど
の
問
題

毅
結
婚
・
離
婚
な
ど

毅
相
続
・
扶
養
・
認
知
の
問
題

毅
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
・
借
金
に
よ
る
取

り
立
て
な
ど
の
不
安

問

毅
近
隣
・
知
人
と
の
問
題

毅
お
年
寄
り
の
生
き
方
や
心
配
事

　
 

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
１

時
〜
５
時 

各
福
祉
事
務
所 

無
料

◇
手
話
通
訳
者
つ
き
福
祉
相
談

　

手
話
通
訳
者
を
つ
け
た
福
祉
相
談

の
希
望
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
 

・ 

東
福
祉
事
務
所
＝
第
二
・

四
木
曜
日
▽
西
福
祉
事
務
所
＝
第

一
・
三
木
曜
日
▽
南
福
祉
事
務
所
＝

第
一
・
三
水
曜
日
／
い
ず
れ
も
午
後

１
時
〜
４
時 

無
料

　
　
　
　
　
　

☆

　
 

電
話
で
、
福
祉
事
務
所
へ 

東

福
祉
事
務
所
（
高
円
寺
南
２
們　

們
２４

　

緯
５
３
０
６
倆
２
６
１
１
）
▽
西

１８福
祉
事
務
所
（
荻
窪
５
們　

們　

緯

１５

１３

３
３
９
８
倆
９
１
０
４
）
▽
南
福
祉

事
務
所
（
高
井
戸
東
４
們　

們　

緯

１０

２６

３
３
３
２
倆
７
２
２
１
）

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ご
案
内

◇
更
新
の
方

　

現
在
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

８
月
下
旬
に
更
新
の
案
内
を
郵
送
し

ま
す
。
手
続
き
は
、
通
知
書
に
書
か

れ
た
所
定
の
日
時
に
臨
時
更
新
窓
口

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
９
月
８
日
画

〜　

日
臥
ま
で
は
、
関
東
バ
ス
の
営

３０
業
所
・
案
内
所
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

時

場

費

時

場

費

申

問

〈コンポスト容器の種類〉
あっせん
価格容量大きさ

（㎝）型　式製造
社名

６６００円７０ℓ４５×４５×
６８.６（高さ）

コンポスター
Ｄ‐７０

東洋テ
ルミー ６８００円１３０ℓ６０（直径）×

６６（高さ）　
コンポスター
１３０型

７０００円１９０ℓ７２（直径）×
７１（高さ）　

コンポスター
１９０型

６３００円１２０ℓ６５（直径）×
６９.２（高さ）

コンポエース
１２０‐Ｎ

アロン
化成

審議会等のお知らせ
都市計画審議会審議会名

８月２９日㈫
午前９時３０分〜正午日　時

東京外かく環状道路について
の報告、阿佐ケ谷住宅の建て替
え計画についての報告ほか

主な内容

都市計画課都市計画担当問合せ
※日時は変更する場合があります。

◆

◆

◆

◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　私たちにとって、昨年行われた国勢調査は身近
な調査ですが、今年の秋に行われる「事業所・企
業統計調査」をご存じですか。
　対象は、商店や工場、飲食店、お寺、塾など、
全国すべての事業所（人が収入を得て働いている
場所）や企業です。一人だけの個人タクシーの運
転手や小説家も対象になります。調査内容は、名
称や所在地、経営組織、従業員数など基本的なも
のです。調査の目的は、次回ご説明します。
　なお、統計係では、随時登録調査員を募集して
います。応募される方はご連絡ください。 
　 区民生活部管理課統計係問

シリーズ②「事業所・企業統計調査って？」
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捌
幼
稚
園
情
報
交
換
会 

幼
稚
園
の
こ
と
聞
い
ち
ゃ
お
う

　

幼
稚
園
の
先
輩
マ
マ
に
幼
稚
園
生

活
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
を
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
 

９
月　

日
画
午
前　

時　

分
～

１５

１０

３０

午
後
０
時　

分 

産
業
商
工
会
館

３０

（
阿
佐
谷
南
３
們
２
們　

） 

五
〇

１９

名
（
抽
選
） 

一
五
〇
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
記
入
例

参
照
）
に
お
子
さ
ん
の
年
齢
も
書
い

時

場

定

費

申

て
、
９
月
５
日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
∞
遊
（
〒

　

倆
０
０
５
１
荻
窪
５
們　

們
７
們

１６７

１６

　

死p
la
n
n
in
g
-yu
0
1
@
jc
o
m
.

１０３
h
o
m
e
.n
e
.jp

）
へ 

同
法
人
緯
６

７
６
２
倆
８
７
９
０

捌
す
ぎ
な
み
し
あ
わ
せ
文
庫 

朗
読
会
と
ア
ニ
メ
上
映
会

　
 

９
月
９
日
臥
午
後
１
時
開
演 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
們
２

們　

） 

す
ぎ
な
み
し
あ
わ
せ
文
庫

１９
第
二
巻
「
ま
み
こ
の
ポ
ス
ト
」
朗
読

の
会
と
第
一
巻
「
コ
コ
ロ
マ
メ
」
ア

ニ
メ
上
映
会 

朗
読
会
朗
読
セ
ラ
ピ

ー
・
ｓ
ｕ
ｉ
ｍ
ｍ
ｙ  

一
〇
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

児
童
青
少
年
課
緯
３
３
９

３
倆
４
７
６
０

捌
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

健
康
づ
く
り
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が

企
画
す
る
自
由
参
加
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。

　
 

９
月
７
日
牙
午
前　

時
～
正
午

１０

（
雨
天
中
止
） 

行
程
＝
Ｊ
Ｒ
総
武

線
東
中
野
駅
東
口
改
札
口
（
集
合
）

→
日
本
閣
下
よ
り
神
田
川
を
下
る
→

小
滝
橋
→
せ
せ
ら
ぎ
の
里
→
薬
王
院

（
野
鳥
の
森
公
園
）
→
お
と
め
山
公

園
→
Ｊ
Ｒ
山
手
線
目
白
駅
（
解
散
）

 

五
娃
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当

日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保

健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１
２
１

２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
、

自
己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

問

時

場

内

師

定

費

申

問

時

内

対

費

申

問

他

求
職
者
の
た
め
の
「
就
職
活

動
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
」

　
 

９
月　

日
～　

月
５
日
の
毎
週

１４

１０

木
曜
日
午
後
１
時
～
４
時 

あ
ん
さ

ん
ぶ
る
荻
窪
第
一
～
三
教
室
（
荻
窪

５
們　

們　

） 

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

１５

１３

セ
ラ
ー 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る　

歳
～

１８

　

歳
の
方 

三
〇
名 

無
料 

電

６５話
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記

入
例
参
照
）
に
フ
ァ
ク
ス
番
号
と
性

別
も
書
い
て
、
９
月
６
日
（
必
着
）

ま
で
に
産
業
振
興
課
産
業
・
就
労
支

援
係
胃
５
３
０
７
倆
０
６
８
４
へ（
先

着
順
） 

同
係 

臼
託
児
あ
り
（
１

歳
～
未
就
学
児
。
五
名
）。
ご
希
望
の

方
は
お
子
さ
ん
の
名
前
・
性
別
・
年

齢
を
申
し
込
み
時
に
明
記
し
て
く
だ

さ
い
渦
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ご
希
望

の
方
は
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

講
で
き
ま
す
（
一
人
五
〇
分
）　

捌
杉
の
樹
大
学
専
科 

宇
宙
の 
謎 
を
た
ず
ね
る

な
ぞ

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

区
内

在
住
で
全
回
出
席
可
能
な　

歳
以
上

５５

の
方 

五
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

２０

法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
（
〒　

倆
０

１６８

０
７
２
高
井
戸
東
３
們
７
們
５
高
齢

者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
へ 

杉

時

場

師

対
定

費

申

問

他

時

内

師

場

対

定

費

申
問

の
樹
カ
レ
ッ
ジ
緯
３
３
３
４
倆
０
９

２
８

捌
す
ぎ
な
み
大
人
塾
公
開
講
座 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

集
中
治
療
室

　

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
イ
ル
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

９
月
６
日
我
午
後
７
時
～
９
時

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

們
２２

　

） 

ジ
ャ
ス
ト
レ
ー
ド
珂
取
締
役
・

３２須
子
は
る
か 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

二
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３

３
１
７
倆
６
６
２
１
へ
（
先
着
順
）

障
害
者
の
た
め
の 

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
 

・ 

右
下
表
の
と
お
り 

杉
並

障
害
者
福
祉
会
館 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
障
害
の
あ
る
方 

各
一

五
名 

各
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ

時
場

師

対
定

費

申

問

時

内

場

対

定

費

申

キ
（
記
入
例
参
照
）
に
コ
ー
ス
名
、

障
害
の
状
況
、
区
内
在
勤
・
在
学
者

は
勤
務
先
名
ま
た
は
学
校
名
と
所
在

地
も
書
い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
障
害
者
福
祉
会
館
運
営
協
議

会
事
務
局
（
〒　

倆
0
0
７
２
高
井

１６８

戸
東
４
們　

們
５
）
へ 

同
事
務
局

１０

緯
３
３
３
２
倆
６
１
２
１

み
が
い
て
い
る
の
に
歯
周
病
？

　

お
口
の
中
か
ら
健
康
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

・ 

臼
９
月　

日
峨
＝
防

１２

ご
う
！
止
め
よ
う
！
歯
周
病
（
定
村

歯
科
医
院
院
長
・
定
村
正
之
）
渦　
２０

日
我
＝
知
ろ
う
！
味
わ
お
う
！
食
事

と
歯
周
病
の
関
係
（
試
食
あ
り
）
／

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時
（
計
二

回
） 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

５
們　

們
１
） 

区
内
在
住
・
在
勤

２０

で　

歳
未
満
の
方 

三
〇
名 

無
料

６５

 

・ 

電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
緯
３
３
９
１
倆
０
０
１
５
へ
（
先

着
順
）

問

時

内

師

場

対
定

費

申

問

〈障害者のためのパソコン教室〉
内　容日　時コース名

パソコン（ワード）の基本操作、
文字・記号の入力、文書の作成・
編集、イラストの操作、案内チ
ラシ作成など

９月２５日㈪～２８日㈭
午前１０時～午後０時３０分

１０月２日㈪～５日㈭
午後１時３０分～４時

基礎
コース
（計８回）

ワード・エクセルの基本操作、は
がき（年賀状）・住所録の作成、イ
ラスト・表作成など（エクセルは
基礎から始めます）

９月２５日㈪～２８日㈭
午後１時３０分～４時

１０月２日㈪～５日㈭
午前１０時～午後０時３０分

活用
コース
（計８回）

（注）活用コースは、文字入力のできる方が対象です。
　　　手話を希望する方は、手話歴を往復ハガキに記入してください。

〈リサイクルひろば高井戸・９月の講習会〉
申込方法定員費用日時講習会名

当日、直
接会場へ１０名無料

１日㈮
午前１０時３０分～
正午

廃油（てんぷ
ら油）からの
石けん作り体
験コーナー

電話で、
先着順

各日
１０名６００円

４日㈪・１８日㈷
午後１時３０分～
３時３０分

和服のリフォ
ーム

各回
１０名無料

９日㈯①午後１
時～２時②２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習
おう

１０名部品代
は実費

１７日㈰午後１時
～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのク
リニック（１
人１点まで）

往復ハガ
キで８月
３１日（必
着）まで

１０名
（抽選）５００円

１２日㈫・１９日㈫
午後１時３０分～
３時３０分（計２
回）

古布からぞう
り作り

※申し込み・問い合わせは、同ひろば（〒１６８崖００７２高井戸東
３崖７崖４緯３３３１崖４３６０水・木曜日休館）へ。往復ハガキ
は記入例参照。募集人数に満たない場合は中止する場合が
あります。生ごみたい肥相談は、電話で随時受け付けてい
ます（回答には数日かかる場合もあります）。

１０月の休日パパママ学級
１０月７日土・１５日日・２２日日午後１時〜４時
荻窪保健センター３階（荻窪５崖２０崖１）

　 もく浴実習、妊婦体験、お産に向けてのお話など（各日同内容） バースセン
ス研究所・助産師、バースコーディネーターなど 区内在住で、開催日現在妊娠２４
週以上の初産のカップル 各回２５組 無料 往復ハガキに２人の氏名（フリガ
ナ）、住所、電話番号、出産予定日、希望日（第２希望まで）を書いて、９月１０日（必着）
までにバースセンス研究所杉並区休日パパママ学級係（〒１５１崖００６３渋谷区富ケ谷
１崖１１崖１２アルシュ代々木４階）へ 杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５または各
保健センター ①結果は９月２０日ころに通知します②応募者多数の場合は出産
予定日などで調整します

内 師
対

定 費 申

問
他

〈宇宙の謎をたずねる〉
講　師内　容日　時

東京大学大学院生
高梨　直紘銀河宇宙に挑む１０月１８日

国立天文台助教授
渡部　潤一太陽系の果てに挑む２５日

国立天文台助教授
渡部　潤一星々の輪廻（りんね）転生１１月１日

国立天文台（三鷹）見学８日
宇宙航空研究開発機構
助教授　　　　吉川　真惑星探査の現在１５日

※時間は、いずれも水曜日の午後１時３０分～３時３０分

手
宅
治
虫
の
ア
ト
ム
と 

孫
悟
空
展

　

手
宅
治
虫
が
ア
ニ
メ
を
つ
く
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
中
国
ア
ニ
メ

の
上
映
・
意
外
な
ル
ー
ツ
を
探
る

貴
重
な
資
料
の
展
示
・
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日
峨
～　

月　

日
蚊

２９

１１

２６

（
午
前　

時
～
午
後
５
時　

分
ま

１０

３０

で
入
館
可
） 

臼
必
見
！
中
国
ア

ニ
メ
「 
鉄  
扇  
公  
主 
」
の
上
映
渦
手

て
っ 
せ
ん 
こ
う 
し
ゅ

宅
治
虫
・
子
ど
も
時
代
の
作
品（
非

常
に
貴
重
な
資
料
で
す
）
嘘
セ
ル

画
・
直
筆
原
稿
な
ど
の
資
料
・
映

像
展
示
唄
来
館
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
＝

期
間
中
、「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
レ

オ
」
か
「
火
の
鳥
」
の
ソ
ー
マ
ト

ロ
ー
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
毎
日
三

時

内

〇
名
・
先
着
順
） 

イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
最
新
情
報
は
随
時
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
き
ま
す

世
界
最
古
の
ア
ニ
メ
体
験
！

黒
板
ア
ニ
メ
を
つ
く
ろ
う

　

世
界
最
古
の
ア
ニ
メ
制
作
手
法

と
言
わ
れ
る
「
黒
板
ア
ニ
メ
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

８
月　

日
峨
～　

月　

日
蚊

２９

１１

２６

（
午
後
３
時
～
５
時
、
土
・
日
曜

日
・
祝
日
午
前　

時
～
午
後
５
時

１１

ま
で
受
付
） 

カ
ラ
ー
ボ
ー
ド
に

絵
を
描
き
、
一
コ
マ
ず
つ
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
み
ア
ニ
メ
を
つ
く
り

ま
す

　
　
　
　
　
　

☆

　
 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
上
荻
３
們　

們
５
杉

２９

並
会
館
三
階
） 

無
料 

当
日
、直

接
会
場
へ 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
緯

３
３
９
６
倆
１
５
１
０
死offic

     e  

@
sam
.or.

 
   
    j  p  

http
://w

    
    

w  

w
.sam

.or.jp

 
    
      /  
（
午
前　

時
～

１０

午
後
６
時
。
月
曜
日
〈
祝
日
に
あ

た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
〉
休
館
）

他

時

内

場

費

申

問

HP

▲須子　はるか
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パ
ソ
コ
ン
・
デ
ジ
カ
メ 

何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

購
入
相
談
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
、

お
困
り
の
こ
と
は
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
 

臼
９
月
５
日
峨
・　

日
蚊
渦
９

１７

月
５
日
峨
・　

日
峨
嘘
９
月　

日
峨
・

１９

１２

　

日
峨
／
い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分

２６

３０

～
午
後
０
時　

分
ま
た
は
午
後
１
時

３０

　

分
～
４
時　

分 

臼
高
齢
者
活
動

３０

３０

支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
們
７

們
５
）
渦
ゆ
う
ゆ
う
西
田
館
（
荻
窪

１
們　

們
４
）
嘘
ゆ
う
ゆ
う
梅
里
堀

５７

ノ
内
館
（
堀
ノ
内
３
們　

們
４
） 

３７

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ
ア
杉
並 

区
内
在
住
で

　

歳
以
上
の
方 

臼
一
〇
名
渦
嘘
八

５５名
（
先
着
順
） 

一
回
五
〇
〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

Ｉ
Ｔ
ス
ク
エ

ア
杉
並
緯
０
９
０
倆
４
７
２
２
倆
２

５
７
４

時

場

師

対

定費

申

問

ゆ
う
ゆ
う
高
井
戸
西
館 

（
高
井
戸
西
１
們　

們
５
）

１７

◇
実
務
に
役
立
つ
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
─
文
法
・
文
体
・
表
記
法

　
 

９
月
６
日
我
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分 

誤
解
さ
れ
な
い
英
文
ラ

３０

イ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト 

日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
英
語
セ
ミ
ナ
ー
講
師
・
酒
井
正

臣 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

５５

二
〇
名 

一
〇
〇
〇
円 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
面
記
入
例
参

照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
緯
・

胃
３
３
３
２
倆
１
０
７
６
（
ゆ
う
ゆ

う
高
井
戸
西
館
内
）
へ
（
先
着
順
）

ゆ
う
ゆ
う
久
我
山
館 

（
久
我
山
５
們
８
們
８
）

◇
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
の
知
恵
袋

　

布
わ
ら
じ
を
作
ろ
う

　

余
り
布
を
利
用
し
、
室
内
で
も
履

け
る
わ
ら
じ
を
編
み
上
げ
て
作
り
ま

す
。 時

内

師

対

定

費

申

問

捌
学
校
開
放
公
開
講
座 

初
心
者
の
た
め
の
オ
カ
リ
ナ

講
座

　

大
人
の
初
心
者
の
方
を
対
象
に
オ

カ
リ
ナ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

９
月　

日
～　

月　

日
の
毎
週

２９

１１

１０

金
曜
日
午
後
１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

（　

月
３
日
を
除
く
。
計
六
回
） 

１１
向
陽
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
下
高

井
戸
３
們　

們
１
） 

旭
ス
ズ
エ 

２４

区
内
在
住
・
在
勤
で
大
人
の
オ
カ
リ

ナ
初
心
者
（
原
則
、
全
回
出
席
で
き

る
方
） 

二
〇
名
（
抽
選
） 

無
料

 

往
復
ハ
ガ
キ（
４
面
記
入
例
参
照
）

で
、
９
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１０

に
春
気
栄
子
（
〒　

倆
０
０
７
３
下

１６８

高
井
戸
１
們　

們　

們
１
０
０
１
）

３３

１０

へ 

春
気
緯
３
３
０
２
倆
３
３
６
５

 

オ
カ
リ
ナ
は
講
師
が
用
意
し
ま
す

が
、
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い捌
ゆ
う
杉
並
中
高
生
自
主
企
画 

利
重
剛
監
督
講
演
会 

　

映
画
「
B
e
R
L
i
N
」「
ク
ロ

エ
」、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
私
立
探
偵
濱

マ
イ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
映
画
・

テ
レ
ビ
業
界
で
活
躍
中
の
利
重
剛
監

督
が
、
映
画
撮
影
の
様
子
や
、
高
校

時
代
か
ら
映
画
監
督
に
な
る
ま
で
の

時

場

師

対

定

費

申
問

他

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　
 

９
月
２
日
臥
午
後
２
時
～
３
時

　

分 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
ゆ

３０う
杉
並
（
荻
窪
１
們　

們
３
） 

映

５６

画
監
督
・
利
重
剛 

中
高
生 

三
〇

名 

無
料 

直
接
、
ゆ
う
杉
並
窓
口

へ
（
先
着
順
） 

児
童
青
少
年
課
緯

３
３
９
３
倆
４
７
６
０

捌
区
民
科
学
講
座 

科
学
講
演
会

　
 

９
月
９
日
臥
午
後
２
時
～
４
時

 

科
学
館
（
清
水
３
們
３
們　

） 
１３

臼
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が

成
し
遂
げ
た
こ
と
渦
二
〇
二
九
年
の

小
惑
星
「
ア
ポ
フ
ィ
ス
」
に
対
す
る

米
国
の
対
応 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
吉
川
真
、

日
本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会
・
磯
部

琇
三 

小
学
六
年
生
以
上
の
方 

二

二
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

科
学
館
緯
３
３
９
６

倆
４
３
９
１

家
族
介
護
教
室

◇
紙
オ
ム
ツ
の
使
い
方

　

紙
オ
ム
ツ
の
特
性
を
理
解
し
、
正

し
い
あ
て
方
、
紙
オ
ム
ツ
と
布
オ
ム

ツ
の
違
い
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
 

９
月
７
日
牙
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時 

河
北
総
合
病
院
西
館
講
堂

（
阿
佐
谷
北
１
們
６
們　

） 

白
十

２５

字
珂
・
山
崎
英
美 

区
内
在
住
の
方

 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

９
月
４
日
ま
で
に
ケ
ア　

阿
佐
谷
緯

２４

３
３
３
９
倆
１
５
８
８
へ
（
先
着
順
）

◇
自
宅
で
で
き
る
介
護
予
防
の
た
め

　

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

転
倒
予
防
・
筋
力
向
上
な
ど
、
自

宅
で
で
き
る
介
護
予
防
の
た
め
の
体

操
・
運
動
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

時
場

師

対

定

費

申

問

時
場

内

師

対

定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

　
 

９
月　

日
臥
午
後
２
時
～
３
時

１６

　

分 

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家
（
松

３０ノ
木
２
們　

們
３
） 

理
学
療
法
士
・

１４

春
山
清
美 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
と
そ
の
家
族 

二

〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
松
ノ

木
ふ
れ
あ
い
の
家
・
石
坂
ま
た
は
堀

端
緯
３
３
１
８
倆
２
６
６
０
へ
（
先

着
順
）

防
災
講
話
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
 

９
月　

日
我
午
後
１
時　

分
～

１３

３０

３
時　

分
（
１
時
開
場
） 

杉
の
樹

３０

ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
們
７
們
５
高

齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
一
階
） 
・

 

講
演
＝
「
防
災
で
最
も
大
事
な
こ

と
」
都
議
会
議
員
・
早
坂
義
弘
▽
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
＝
松
永
康
男
ほ
か 

一
〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ

Ｂ
連
合
会
・
中
島
緯
３
３
３
１
倆
１

８
４
９

元
気
づ
く
り
運
動
教
室

　
 

９
月　

日
～　

月
３
日
の
毎
週

１２

１０

火
曜
日
午
後
１
時　

分
～
３
時 

セ

３０

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

們　

）

２２

３２

 

足
腰
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
・
背
中
を

鍛
え
る
体
操
な
ど 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

ル
ー
プ
あ
い
び
ー
・
山
崎
美
貴
子
、

遠
藤
桂
子
ほ
か 
　

歳
以
上
で
全
回

５０

出
席
で
き
る
方 

三
〇
名
（
抽
選
）

 

二
〇
〇
〇
円
（
別
途
保
険
料
一
五

〇
円
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入

例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー

プ
あ
い
び
ー
（
〒　

倆
０
０
６
３
和

１６８

泉
４
們　

們　

）
へ 

同
法
人
緯
３

１６

１６

３
２
２
倆
４
８
０
０ 

室
内
用
運
動

靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
を
持
参
の
上
、

運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
時

場

師

対

定

費

申

問

時

場

内

師

定

費

申

問

時

場

内

師
対定

費

申

問他

平成１９年「成人祝賀のつどい」
　１９年の成人祝賀のつどいは、１月８日（成人の日）
に杉並公会堂（上荻１崖２３崖１５）で開催します。午前
１１時～、午後２時～の２回行う予定です（午前の部・
午後の部の指定はありませんが、午後の部は大変混雑
することが予想され、入場できない場合があります）。
　対象は昭和６１年４月２日～６２年４月１日生まれの区
内在住の方で、該当される方へは１２月上旬に案内状を
送付する予定です。

 児童青少年課青少年係緯３３９３‐４７６０問

●　●　●　宿泊施設ガイド　●　●　●
民間事業者が経営しています。予約・問い合わせは、各申込先へ。

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡 
南伊豆町湊７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡 
忍野村忍草２９９７）

ホテル・コニフ
ァーいわびつ

（群馬県吾妻郡東
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）

湯の里
「杉菜（すぎな）」
（神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

０１２０‐４１２‐２２４
０５５８‐６２‐３１８７
（午前１０時～午後５
時、年中無休）

０１２０‐８４４‐８９１
（午前１０時～午後６
時、年末年始を除
く）                   

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８
時、年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時間）申

込
先

０２７９‐６８‐５４１７ファクス
各施設の予約ができます（区ホームページ→生活ガイド→宿泊施設） インターネット

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円～

６７２０円
７９８０円～８４００円～７９８０円～大　人平

日

宿
泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）
な
ど

６３００円～５９８５円～５５６５円～子ども

７３５０円
９０３０円～９４５０円～９０３０円～大　人休

前
日 ７３５０円～７０３５円～６６１５円～子ども

８２９５円
（８月３１日まで）

８４００円
（８月３１日まで）

８月３０日までは
休前日料金夏料金

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税

８月２９日～３１日
１０月１８日～２０日

９月４日・５日・
１９日、
１０月１０日・
１６日・１７日

９月２０日・２１日
１２月１３日・１４日
１月１６日～１８日
２月１３日～１５日

１２月２０日・２１日休館日

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳
など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してくださ
い（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．富士
学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予約は、
申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツーリスト区役
所内営業所では宿泊予約は受け付けません。４．季節（年末年始、夏季など）、利用人数により
宿泊料金が上記と異なる日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓
ケ浜クラブは学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレッ
トは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料金施　　　設

９月４日～６日
（１０月は休館
日なし）

１０月の利用申し込み
研修使用日以外は、９月１１日から使用日
の原則３日前まで（前日と前々日は施設
の都合による）、電話または窓口で受け
付けます。なお、９月１１日は電話のみの
受け付け（先着順）となります。予約
の取れた方には、使用承認書をお送り
しますので、忘れずに現地施設にお持
ちください。利用料金などは現地施設
でお支払いください。

１泊２食
大　人
４４００円
子ども
２７００円

教職員研修所「秋川荘」（あき
る野市五日市）緯０４２‐５９６‐０６９３
※秋川荘予約・問い合わせ先＝
近畿日本ツーリスト区役所
内営業所（阿佐谷南１‐１５‐
１）緯３３１２‐６４３１（直通）へ（午
前８時３０分～午後５時。土・
日曜日、祝日は除く）。

▲利重　剛監督
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〈働く方のためのジョイフル教養講座〉
申込締切受講料会　場講　師内　　容日　時講座名（定員）

９月１９日無料

勤労福祉会館
（桃井４－３－２）

保健センター
所長ほか

生活習慣改善！メタボリックシンドローム予防
で若さを保持しよう！

９月２３日祝
午前９時３０分～正午

あなたのウエストビフォ
ー・アフター　　　   （２０）

あんさんぶる荻窪
（荻窪５－１５－１３）

杉並ボランテ
ィア推進セン
ター職員

災害時のノウハウを学び、障害者と信頼しあえる
コミュニケーションづくり

１０月４日㈬・１１日㈬午後６時３０分
～８時３０分（計２回）

災害時に助け合う
（２０）

野村證券荻窪支店
（上荻１－８－８）

野村證券
アドバイザー

家計にゆとりを！知恵を使った本当の省エネで、
快適・満足感１００％のくらしを！

１０月１４日㈯、１９年１月１３日㈯、２
月１７日㈯、３月１０日㈯
午前１０時～正午（希望日を明記）

豊かなセカンドライフを
実現するために  

（各日６０）

９月１５日

２５００円
（テキスト
代含む）

産業商工会館
（阿佐谷南３－２－１９）

ＮＰＯ法人つな
ぐ代表理事

山本育夫

「まち歩き」のプロがコース作りのノウハウから
デジタルカメラを使った簡単イラスト技法まで、
ガイドブックづくりを楽しく指南します。

１０月３日㈫・１０日㈫・１７日㈫・３１
日㈫、１１月１４日㈫午後６時３０分～
８時３０分（計５回）

楽しいまち歩きコースと
ガイドブックづくり

（３０）
３０００円

（テキスト
代含む）

勤労福祉会館
司会・ナレータ
ー

林幸子

司会者の話しことば、息と声、美しい姿勢、わか
りやすい話し方を習得し、どんな司会にもつうじ
るノウハウを学びます。

１０月の第２・４火曜日と１１～１２月
の第１・３火曜日午後６時３０分～
８時３０分（計６回）

司会って楽しいⅠ
ミニ基礎コース

（２０）
６９００円

（テキスト
代含む）

セシオン杉並
（梅里１－２２－３２）

シテ方金剛流
能楽師

工藤寛
日本の古典芸能の体験チャンス！能の謡と舞を体
験し、その魅力を探ります。

１０月～１９年３月の第２・４火曜日
（１１月は第１・３）午後７時３０分
～８時４５分（計１２回）

謡って、舞って、知って
楽しむ「能」の世界 

 （２０）

９月２２日

６７００円
（テキスト
代含む。
ハーモニカ
代別途）

阿佐谷地域区民センター
（阿佐谷南１－４７－１７）
１２月２０日、１９年２月２１日、
３月７日は勤労福祉会館

ハーモニカ
奏者
高橋早都子

ハーモニカは子どもからお年寄りまで簡単に吹け
る楽器です。自分の好きな曲が吹けるまでのテク
ニックを学び、また合奏の楽しさを体験しましょ
う。

１０月２５日㈬、１１月８日㈬・２２日㈬、
１２月１３日㈬・２０日㈬・２７日㈬、１９
年１月１０日㈬・２４日㈬、２月６日
㈫・２１日㈬、３月７日㈬・１７日㈯
午後７時～８時３０分（計１２回）

もう一度吹いてみようハ
ーモニカ♪

（１５）

９月２６日

各回１２００円
①勤労福祉会館②高井戸地
域区民センター（高井戸東
３－７－５）③荻窪体育館
（荻窪３－４７－２）

野口体操講師
新井英夫

ほぐす・つながる・つくる。野口体操を基に親子
（孫と祖父母）でのスキンシップやコミュニケー
ション力を高めます。

①１０月２１日㈯②１１月１８日㈯③１２
月１６日㈯
午後１時～４時（希望日を明記）

親子で、カラダであそぼ
う！わくわくダンス

（各日１５組３０名）

４５００円
（材料費
含む）

①③阿佐谷地域区民センタ
ー②産業商工会館

アートセラピ
スト
萱沼美砂子

クレヨンや折り紙、粘土など身近な画材で自分の
内面を自由に表現。親という役割をグループで話
し合い、日常を見つめ直します。

①１０月１５日㈰②１１月１２日㈰③１２
月１０日㈰午後１時３０分～３時３０
分（計３回）　

子育て中のパパ＆ママの
ためのアートセラピー　

（２０）

１０月３１日
８００円

（テキスト
代含む）

セシオン杉並
杉並住民ディ
レクター

高橋明子

だれでも使えるホームビデオで、地域のドラマを
発見！全国でビデオを使った地域づくり（住民デ
ィレクター活動）を展開する講師が、公演と実演
をします。

１１月１８日㈯
午後１時３０分～４時３０分

ビデオを使って発見
「わが町・地域のドラマ」

（８０）

　仕事をしている方が参加しやすい日時に、財勤労者福祉協会が主催で開講する教養講座です。
　 ・ ・ ・ 下表のとおり 勤労福祉会館ほか 区内在住・在勤の勤労者で全回出席できる方
 ハガキ（４面記入例参照）に職業・勤務先の電話番号も書いて、各講座締切日（必着）までにＮＰＯ
法人スクール・アドバイス・ネットワーク（〒１６７崖００３１本天沼３崖１０崖２０）へ（抽選、全項目を明記して
いる方を優先） 同法人緯・胃３３９０崖０４０４（月～金曜日の正午～午後６時） ①応募人数が一定数に
達しない場合は講座を中止することもあります②託児を希望する方は、ハガキに子どもの名前と年
齢も明記してください③保険料は受講者負担です

時 内 定 費 場 対
申

問 他

★トリプルピアノコンサート
　世界三大ピアノと呼ばれる
スタインウェイ、ベーゼンドル
ファー、ベヒシュタインを駆使
してクラシック、ミュージカ
ル、そしてジャズのナンバーを
演奏します。
　 １２月３日㈰午後３時開演
（２時３０分開場） 杉並公会堂大ホール（上荻１崖２３
崖１５）　 出演＝前田憲男、佐藤允彦、羽田健太郎渇曲目
＝モーツァルト「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」・
バーンスタイン「ウェストサイド・ストーリー・メドレ
ー」ほか Ｓ席５０００円、Ａ席４０００円、Ｂ席３０００円（全席指
定） チケット発売開始日＝９月１日㈮午前１０時渇チ
ケット販売窓口＝①杉並公会堂緯５３４７崖４４５０（月～金曜
日午前１０時～午後７時）②チケットぴあ緯０５７０崖０２崖
９９９９（９月２日㈯から販売）③杉並区文化協会緯５３１１崖
７０３５（月～金曜日午前９時～午後５時）④コミュかるシ
ョップ（区役所１階ロビー・月～金曜日午前９時～午後
４時３０分）⑤地域区民センター 杉並公会堂緯５３４７崖
４４５０ ①曲目、出演者が変更となる場合がありますの
でご了承ください②託児あり。事前に電話で株マザー
ズ緯３２９４崖１５４４へお申し込みください
★歌と弦楽器でたどる名曲の旅
　 ９月１６日㈯午後２時開演（１時３０分開場） セシ
オン杉並（梅里１崖２２崖３２） 出演＝手島由紀子（ソプラ
ノ）、伊波惟行（テノール）、外村京子（バイオリン）、嶋田
拓夫（チェロ）、中村洋子・野入葉子・柳理淑（ピアノ）渇
曲目＝「小さな空」「芭蕉布」「さとうきび畑」「花」「誰も
寝てはならぬ」ほか ５６８名 １０００円（全席自由） ・
 電話で、美しい日本の歌の会・池川☎３３９１崖８２５３へ
◇抽選で区民２００名を無料招待
　 往復ハガキ（４面記入例参照）で、９月１日（必
着）までに社会教育センター（〒１６６崖００１１梅里１崖２２
崖３２）へ 同センター緯３３１７崖６６２１
★午後のクラシック・音の散歩道
　 ９月２３日祝午後２時３０分開演（２時開場） 勤労
福祉会館（桃井４－３－２） 出演＝小川えみ（ソプラ
ノ）、佐藤勉・黒須雅代（ピアノ）、山崎聡（チェロ）、石幡
暁美（バイオリン）渇曲目＝「蝶々夫人」より「ある晴れ
た日に」、ベートーベン・ピアノトリオ「街の歌」ほか 
前売＝一般１５００円（３歳～中学生８００円、親子１組２０００
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円）渇当日＝一般２０００円（３歳～中学生１０００円、親子１
組２５００円）／全席自由 チケット販売窓口＝①杉並区
文化協会緯５３１１崖７０３５（月～金曜日午前９時～午後５
時）②コミュかるショップ（区役所１階ロビー・月～金
曜日午前９時～午後４時３０分）③地域区民センター④
協会ウェブ予約 http://www.sugibun.com/ 親子で
音楽を楽しむ会緯３３９５崖３４８０
★国際交流バスハイキング
　 ９月３０日㈯午前７時（区役所前集合）～午後６時
３０分（解散予定）時間変更の場合あり 神奈川県箱根
町周辺 国際交流を楽しみながら、芦ノ湖での海賊船
乗船や伝統工芸（寄せ木細工づくり）を体験 区内在
住・在勤・在学の方、杉並区交流協会会員 ４０名（外
国人・日本人各２０名。抽選） ３３００円（会員３０００円）
 ハガキまたはファクス（４面記入例参照）に国籍も書
いて、９月８日（必着）までに杉並区交流協会「バスハイ
キング」係（〒１６６崖０００４阿佐谷南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ
谷ビル５階胃５３７８崖８８４４）へ 同協会緯５３７８崖８８３３
★サロン・デ・ボザール杉並支部展
　 ９月５日㈫～６日㈬午前１０時～午後５時（５日は
午後１時～） セシオン杉並（梅里１－２２－３２） 墨
絵・日本画・洋画の展示、墨絵無料講習会、チャリテ
ィーコーナー 堀蝴舟（ほりこしゅう） 区内在住・
在勤・在学の方 無料。作品出展は１点につき２５００円
（１人５点まで） 作品出展と墨絵無料講習会の希望
者は電話で、８月３１日までにサロン・デ・ボザール杉
並支部☎３３２１崖０１２４へ 同支部 作品搬入は５日午前
１０時～正午まで
★明治大学公開講座　新撰組〜義を駆けぬけた群たち
　 ・ ・ 下表のとおり 明治大学和泉校舎（永
福１崖９崖１） 区内在住・在勤・在学で１８歳以上の
方 ２５０名 ４０００円 ・ 電話またはホームページ
で、明治大学リバティ・アカデミー緯３２９６崖４４２３（月
～金曜日午前１０時３０分～午後７時、土曜日は午後３時
３０分まで） http://academy.meiji.jpへ（先着順）
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★家づくり講座　快適で健康な住まいの建て方
　 ８月２７日㈰午後１時～４時３０分 細田工務店１
階ホール（阿佐谷南３崖３５崖２１） ①省エネルギー住宅と
は（セミナー）②モデルハウスで省エネ住宅を体感（武
蔵野モデルハウスまでバスツアー） 省エネ建材・住宅
普及協議会常務理事・八谷亨、細田工務店注文建築部・
滝澤淳司 区内在住の方 ３０名 無料 ・ 電話で、
細田工務店リボン館緯５３９７崖７７００へ

★税理士による無料相談会
　 ９月１２日㈫午前１０時～正午、午後１時～４時 東
京税理士会杉並支部（阿佐谷南３崖１崖３３サンアサガ
ヤビル２０１） 税金に関する相談（事業・相続・贈与な
ど）・帳簿の記入方法などに関する相談 ・ 電話で、
前日までに東京税理士会杉並支部緯３３９１崖１０２８へ
★成年後見・遺言無料相談会
　 ９月９日㈯午前１０時～午後４時 あんさんぶる
荻窪４階（荻窪５崖１５崖１３） 成年後見制度の利用や
遺言・相続などの無料相談 司法書士、税理士 区内
在住の方 無料 ・ 電話で、リーガルサポート東京
支部緯３３５３崖８１９１へ
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〈明治大学公開講座〉
講　師内　容月日

商学部教授
　　　　長尾　進

司馬遼太郎「燃えよ剣」に
見る剣士群像

１０月
７日

文学部教授
　　　　宮越　勉

浅田次郎「壬生義士伝」が
捉（とら）えた吉村貫一郎像１４日

農学部専任講師
　　　松下　浩幸

池波正太郎「近藤勇白書」
に描かれたリーダー像２１日

政治経済学部教授
　　　吉田　悦志

子母澤寛「新撰組始末記」
が変えた新撰組像２８日

※時間は、いずれも土曜日の午後２時～４時

区の後援・その他の
催し・講座など

★福島県北塩原村「エコツーフェスタ」
　「まるごと保養地協定」による宿泊費などの割引を
活用して、静かな裏磐梯の大自然を満喫してみてはい
かがでしょうか。
　 ９月３０日㈯～１０月１日㈰ 裏磐梯体験プログラ
ム、エコツアー（トレッキング、カヌー体験、そば打
ち）など リーフレット（区民生活部管理課〈区役所
西棟７階〉区民事務所・分室、駅前事務所で配布）に
ある申し込みハガキまたはEメールで、９月１２日（必着）
までに裏磐梯エコツーフェスタ２００６事務局（北塩原村
観 光 政 策 課 内）死info@vill.kitashiobara.fukushima. 
jpへ 同事務局☎０２４１崖３２崖２５１１  http://www.vill.
kitashiobara.fukushima.jp/
◇エコツーフェスタ参加者を対象に、杉並区⇔北塩原
村間無料送迎バスを運行します
　 ９月２９日㈮午前９時区役所発→北塩原村裏磐梯
渇３０日㈯裏磐梯エコツーフェスタ初日（エコツアー参
加）渇１０月１日㈰エコツーフェスタ２日目（エコツア
ー、会場イベント参加）→区役所（夜帰着） 区内在
住・在勤・在学の方とその同行者で、まるごと保養地
協定による村内宿泊でエコツアー体験プログラムに参
加する方 ８０名 申し込みハガキまたはEメールに
「直通バス希望」と明記 北塩原村観光政策課☎０２４１
崖３２崖２５１１
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捌区民体育祭秋季大会
◇ソフトテニス（一般の部）
　 ９月１８日祝午前９時～午後７時（予備日９月２４日
㈰） 松ノ木運動場（松ノ木１崖３崖２２） 種目＝男
子＝一般、壮年（４５歳以上）／女子＝一般、壮年（４５歳以
上）／グランドシルバー（男子６５歳以上、女子５５歳以上、
ミックスチームも可）／初級者の部（本大会未経験者）
＝全種目ダブルス 区内在住・在勤・在学で１６歳以上
の方 １組１０００円（当日持参） ハガキ（４面記入例
参照）に種目も書いて、９月１０日（必着）までに区ソ
フトテニス連盟・小島晃（〒１６６崖００１６成田西３崖６崖
４）へ 同連盟・小島緯３３１２崖０３８５（午後７時～９時）
◇バドミントン（小学生の部・女子団体の部）
　 小学生＝９月２４日㈰、女子団体＝９月３０日㈯〈一
部ＡＤ〉・１０月７日㈯〈一部ＢＣ〉・８日㈰〈二部〉い
ずれも午前９時～ 小学生＝高円寺体育館（高円寺南
２崖３６崖３１）、女子団体＝上井草スポーツセンター（上
井草３崖３４崖１） 種目＝小学生の部（４～６年生の
学年別、男女区別なし）＝単／女子団体＝複（３組）
 区内在住・在勤・在学の方 小学生＝２００円／女子
団体＝１チーム５０００円を郵便局「００１３０崖８崖７２４１１７杉
並区バドミントン連盟」へ振り込み 申込書（区体育
館にあります）と振替受領証のコピーを小学生は９月
８日、女子団体は１５日（いずれも必着）までに区バド
ミントン連盟・宇田川孝（〒１６６崖００１５成田東４崖３８崖
２０ミカドスポーツ内）へ郵送または持参 同連盟・宇
田川緯３３１３崖８５５１（午前１０時～午後５時）
◇ビームライフル大会
　 ９月２４日㈰午前９時～午
後５時 荻窪体育館小体育室
（荻窪３崖４７崖２） 種目＝
ＢＲ崖Ｆ２０（成年・少年・団
体の部）、ＢＲ崖Ｓ４０、ＢＲ－
２Ｐ４０、ＢＲ崖Ｔ４０ 区内在
住・在勤・在学で小学生以上
の方（初心者可） ４０名 １００円 ・ 電話またはフ
ァクス（４面記入例参照）に参加種目も書いて、９月
１４日（必着）までに区ビームライフル射撃協会・深谷
麻理緯・胃３２２３崖２２５４へ（先着順）
◇卓球
　 １０月８日㈰午前９時～ 高円寺体育館（高円寺南
２崖３６崖３１） 種目＝男女別シングルス＝小学生、中高
生、一般、４０歳代、５０歳代、６０歳代、７０歳代（男子のみ）／
男子・女子ダブルス 区内在住・在勤・在学の方 シン
グルス１種目８００円（高校生以下４００円）、ダブルス１組
１６００円 種目・氏名・年齢・住所・所属チーム名を書いた
用紙（指定なし）と参加費を９月２７日（必着）までに区卓
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球連盟事務局（〒１６６崖０００４阿佐谷南１崖７崖１株タマス
内）へ郵送（現金書留）または持参 同連盟事務局・田崎
緯３３１４崖６６２４（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５
時）
捌バタフライ・ダブルスチームカップ・卓球大会
　 ９月２４日㈰午前９時～（区後援） 上井草スポー
ツセンター（上井草３崖３４崖１） 男女別３ダブルス団体
戦（登録は１チーム４～５名）。１試合に２名は違うメ
ンバーで２回の出場が可能 １００チーム １チーム
４０００円 ８月３０日（必着）までに①株タマスに直接申し
込み②申込書（連盟事務局で配布）と参加費（現金書留、
小為替または切手）を区卓球連盟事務局（〒１６６崖０００４阿
佐谷南１崖７崖１株タマス内）へ③連盟役員に依頼（先着
順） 同連盟事務局緯３３１４崖６６２４（午前９時～午後５時）

捌ゴルフラウンドレッスン講習会
　午前はドライビングレンジでの練習。午後はラウン
ドレッスンを行います。
　 ９月２９日㈮午前８時３０分～午後６時３０分 浦和
ゴルフ倶楽部（埼玉県さいたま市桜区新開）現地集合、
現地解散 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初級者、
中級者（スムーズにラウンドできる方） ２４名（抽選）
 １万２０００円（プレー代・指導料・傷害保険料・昼食
代など含む） 往復ハガキ（４面記入例参照、４名ま
で連記可）で、９月４日（必着）までに財杉並区スポ
ーツ振興財団（〒１６６崖０００４阿佐谷南１崖１４崖２みなみ
阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団緯３３１２崖２１１１代
捌秋季初心者ソフトテニス教室
　ソフトテニスの基本技術・審判・試合の進め方などを
指導します。
　 ９月３０日～１１月１８日の毎週土曜日午後３時～５時
（計８回、予備日＝１１月２５日、１２月２日／区共催） 
松ノ木運動場（松ノ木１崖３崖２２） 区内在住・在勤
の方 ３０００円 往復ハガキ（４面記入例参照）に性別
と経験年数も書いて、９月１７日（必着）までに区ソフ
トテニス連盟・小島晃（〒１６６崖００１６成田西３崖６崖４）
へ 同連盟・小島緯３３１２崖０３８５（午後７時～９時）
捌女性ソフトテニス教室
　 １０月１１日～１１月８日の毎週水曜日午前９時～１１時
（計５回、予備日＝１１月１５日／区共催） 妙正寺体育
館庭球場（清水３崖２０崖１２） 区内在住・在勤の女性
 １５名（抽選） ２０００円 往復ハガキ（４面記入例参
照）に経験年数も書いて、９月２８日（必着）までに区ソフ
トテニス連盟・小島晃（〒１６６崖００１６成田西３崖６崖４）へ
 同連盟・小島緯３３１２崖０３８５（午後７時～９時）
捌バウンドテニス初心者教室
　いつでも、だれでも、どこでも、いつまでも楽しめ
るスポーツです。基本を重点に、ゲームができるよう
になることを目指します。
　 ９月２９日～１０月２０日の毎週金曜日、午前９時～１１
時（計４回） 荻窪体育館（荻窪３崖４７崖２） 区内
在住の初心者 ３０名（先着順） １０００円（保険料を含
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問

時
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時
場

対
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問

時
場 対
定 費

む） 申込用紙(区体育館にあります）を、郵送または
ファクスで９月２５日（必着）までに区バウンドテニス
協会事務局・福間富美子（〒１６６－０００３高円寺南３－３０
－７緯・胃５９３２崖４６９１）へ 同事務局・福間 ①運動
のできる服装で、上履きをお持ちください②ラケット
とボールは用意します
捌ヨガ（楽らく健康タイム）
　 ９月～１１月の毎月第１・３水曜日の午前１１時～午
後１時 大宮前体育館（宮前２崖１１崖１１） 年齢制限
はありませんがおおむね６５歳程度の体力年齢の方に適
したプログラムを提供します（医師から運動を止めら
れている方はご遠慮ください） １回２００円 当日、直
接会場へ 大宮前体育館緯３３３４崖４６１８または財杉並区
スポーツ振興財団緯３３１２崖２１１１代 託児はありません
捌歩っ人（ほっと）すぎなみ　山歩きプランニング講
習会
　山歩き愛好家で他人依存型から
の卒業を考えている人を対象に、
「自分たちで計画して行く」ことが
できるように、基本的な知識と必要
な技術を学びます。
　 ・ ・ 下表のとおり（計５
回） 荻窪体育館（荻窪３崖４７崖
２）、１０月７日は実地 ２０名 ２０００
円（講義テキスト代、傷害保険料など）。実地に伴う交
通費などは別途自己負担 往復ハガキ（４面記入例参
照）に山歩きの頻度（最近どのくらい山歩きをしてい
るか）も書いて、９月１日（必着）までに財杉並区ス
ポーツ振興財団（〒１６６崖０００４阿佐谷南１崖１４崖２みな
み阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団緯３３１２崖２１１１代
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競技大会

スポーツ教室

〈山歩きプランニング講習会〉
内容・講師時　間月　日

開講式、講義「山登りの三要素
と地図」、「鐘撞堂山のプランニ
ング」山歩きライター・打田鍈
一、班ミーティング

午前１０時～
午後５時９月９日㈯

講義「登山道具～正しい知識と
使い方～」日本山岳協会海外常
任委員・笹原芳樹

午前１０時～
正午

９月２４日㈰ 講義「山を歩く心」山岳紀行作
家・石井光造

午後０時５０
分～２時５０
分

講義「山歩きにおける応急処置」
杉並区接骨師会会長・粕谷泰右

午後３時～
５時

実地「山から学ぶ（地図の読み
方）」山歩きライター・打田鍈一
行き先＝鐘撞堂山（北秩父）

午前９時～
午後４時

１０月７日㈯
（予備日＝
８日㈰）

「プランニング実践」グループ
ごとに日程と場所を決め、計画
書を作成して実行。実施後に感
想などを加えて記録にする。

１０月下旬～１１月中旬

実践発表会、小グループ活動に
ついてのまとめ、閉講式

午後７時～
９時１１月８日㈬
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ア
ニ
メ
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動
戦
士
ガ
ン

ダ
ム
」
の
人
気
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、
放
送
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了
後

に
ど
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盛
り
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が
っ
て
い

き
、
翌
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に
は
劇
場
映
画
が
公
開

さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
の
専
務
を
な
さ
っ

て
い
る
内
田
健
二
さ
ん
は
、
当
時

は
別
の
作
品
の
製
作
を
な
さ
っ
て

い
た
の
だ
が
、
公
開
初
日
の
観
客

整
理
に
駆
り
出
さ
れ
た
そ
う
だ
。

「
劇
場
に
行
っ
て
、
大
人
の
観
客

た
ち
が
徹
夜
で
並
ん
で
い
る
長
い

列
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
れ

ま
で
子
ど
も
の
も
の
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
ア
ニ
メ
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歴
史
に
、
大
き

な
節
目
が
来
て
い
る
、
ア
ニ
メ
の

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ん

だ
と
、
実
感
し
ま
し
た
。

　

実
を
言
う
と
、
当
時
は
心
の
ど

こ
か
で
『
こ
の
仕
事
を
い
つ
辞
め

よ
う
か
』
な
ん
て
こ
と
を
考
え
て

い
な
く
も
な
か
っ
た
の
で
す
が

（
笑
）、お
も
し
ろ
く
な
り
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な

ア
ニ
メ
の
未
来
を
見
届
け
た
く
な

っ
て
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
し

た
ん
で
す
」。

　

そ
の
後
「
ガ
ン
ダ
ム
」
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
の
続
編
・
外
伝
な

ど
が
数
多
く
製
作
さ
れ
続
け
て
、

今
に
至
っ
て
い
る
。

「
続
編
と
言
っ
て
も
、
作
品
世
界

の
中
で
も
現
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世
界
と
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じ
だ
け

時
が
過
ぎ
て
い
て
、
新
た
な
主
人

公
が
登
場
し
、
前
の
作
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の
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場

人
物
た
ち
は
年
を
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っ
て
い
る
ん

で
す
。

　

原
作
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で
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の
富
野
由
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方
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長
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き
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せ
た
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で
し

ょ
う
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が
ら
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。
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ン
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回
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追
い
出
さ
れ
る
か
と
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配
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た
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で
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た
（
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そ
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ア
ニ
メ
タ
ウ
ン
上
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」
と
し
て
、
商
店
街
に
ガ
ン
ダ

ム
の
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が
飾
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
の
だ
。
三
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前
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ア
ニ

メ
ま
つ
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」
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開
催
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れ
て
い
る
。
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自
分
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店
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お
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に

立
て
る
日
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来
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と
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、
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
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確
か
に
、
杉
並
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に
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
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ム
が
で
き
、

広
報
に
ア
ニ
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の
コ
ラ
ム
が
載
る

日
が
来
よ
う
と
は
、
筆
者
た
ち
も

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
ア
ニ
メ
業
界
は
今
、『
ガ
ン
ダ

ム
』
の
映
画
が
公
開
さ
れ
た
こ
ろ

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
節
目
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ニ
メ
人
気
で
資
金
調
達
が
容

易
に
な
っ
た
こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
で
、
昔
は
大
手
の
会
社
に

し
か
で
き
な
か
っ
た
ア
ニ
メ
の
量

産
が
、
小
さ
な
会
社
に
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
ア
ニ
メ
界
の
構
造

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
」。

　

創
業
時
か
ら
、
ず
っ
と
上
井
草

の
地
で
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
杉
並
」

の
ア
ニ
メ
を
作
り
続
け
て
き
た
サ

ン
ラ
イ
ズ
が
、
節
目
の
時
代
を
越

え
て
、ど
ん
な
作
品
を
作
る
の
か
。

楽
し
み
に
見
守
り
た
い
。
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◆ ９月の各種健康相談 ◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
緯３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
緯３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

緯３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

緯３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
緯３３９１‐００１５

１４・２８日
午前９時～１０時３０分

７・２２日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

２５日
午前９時３０分～１０時３０分

２７日
午前９時～１０時

２８日
午前９時３０分～１０時１５分

１日
午後１時１５分～３時

２１日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

５・１２・１９・２６日９月はありません１・８・１５・２２日６・１３・２０・２７日６・１３・２０・２７日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ

午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１３日は午後１時～、２０日は午後１時１５分～、２７日は午前９時３０分～、
高井戸保健センターの１３日は午後１時～、２７日は午前９時３０分～、高円寺保健センターの８日は午後１時～、２２日は
午前９時３０分～）

１９日（事前申込制）９月はありません１５日（事前申込制）２０日（事前申込制）２０日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時まで
２１日

午後１時３０分～３時
１２日

午前１０時３０分～正午
２２日

午後１時３０分～３時３０分
７日

午前１０時３０分～正午
２７日（電話予約制）
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１１日
午後１時１５分～２時３０分

１２・２５日
午前９時～１０時３０分

１３日
午後１時１５分～２時３０分

１４・２７日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午後１時１５分～２時３０分

５・２６日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午後１時１５分～２時３０分

４・２５日
午前９時～１０時３０分

１４・２８日
午後１時１５分～２時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
…電話予約

９日㈯午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、緯３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

２１日
午後１時３０分～

７日
午後１時３０分～

１５・２９日
午後１時３０分～

１９日 
午前９時３０分～

６日
午後１時３０分～

ものわすれ相談（無料）
…電話予約

７日
午後１時３０分～

２６日
午前９時３０分～

１５日午前９時３０分～
２８日午後１時３０分～

７日午後１時３０分～
２８日午前９時３０分～

１４・１５日
午後１時３０分～心の健康相談（無料）

…電話予約
うつ・ひきこもり・精神疾患・思春期問題・依存症の保健相談も行います

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所東棟１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは当月１日（土・日曜日、祝日の場合は最初の平日）からです（先着３０名）。
　　３．荻窪保健センターの母親学級は電話予約制で、定員２５名・先着順です。

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万８９９８人（２２４減）
　男　／２５万０７１５人（１０９減）
　女　／２６万８２８３人（１１５減）
世帯／２８万３７４１　（１０５減）

外
国
人
登
録

人口／１万０６０７人（  ８７増）
　男　／　　５１８９人（  ３８増）
　女　／　　５４１８人（  ４９増）
世帯／　　８６８８　（  ８０増）

１８年８月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万９６０５人    （１３７減）

すぎなみ地域大学では、１８年度後期講座（１０月～１９年１月に開講）の受講生を募集しています。地域活動のために必要な知識・
技術を学び、仲間をひろげ、地域社会に貢献する人材・協働の担い手として活躍してみませんか。皆さんの参加をお待ちしてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　害害問い合わせは、すぎなみ地域大学担当緯３３１２-２３８１へ。

〈すぎなみ地域大学　後期講座一覧〉
申込締切
（必着）

受講料
（教材費込）内　容開講日（回数）・時間講座名（定員）

９月２２日無料

地域の緑化ボランティアとして必要な知識・技術を学び
ます。

１０月６日・１３日・２０日・２７日、１１月１０日・１７日・２４日
いずれも金曜日午前９時３０分～１１時３０分（計７回）

①みどりの協働コース
（４０名）

地域活動の専門家や実践者の経験談から、地域デビュー
のノウハウやポイント、苦労・やりがいなどを学びます。

１０月７日・１４日いずれも土曜日午後２時～４時（全２
回）

②地域活動入門コース
（各回５０名）

各開講日の
１０日前５００円

消防庁認定の普通救命講習のほか、ＡＥＤ(自動体外式
除細動器)操作講習など、いざというときに必要な基礎
的知識と技能を学びます（１日限り〈４時間〉の講座）。

１０月１８日㈬午後１時３０分～５時３０分
１１月２０日㈪午前９時３０分～午後１時３０分
１２月１０日㈰午後１時３０分～５時３０分
１９年１月２３日㈫午前９時３０分～午後１時３０分
いずれか都合のよい日程を受講してください

③救急協力員コース
（各回３０名）

ＮＰＯ活動実践講座は、区内を中心に活躍するＮＰＯ等が講座を企画・運営し、自らの活動に必要な人材育成を図り、一緒に活動してい
くことを目的に実施する講座です。この講座の運営は、講座を企画したNPO団体が行います。ＮＰＯ活動実践講座

申込締切
（必着）

受講料
（教材費のみ）内　容開講日（回数）・時間・【企画運営団体】講座名（定員）

１０月２０日

１５００円
福祉車両を保有し移動困難者の輸送を行っている団体の
運転協力員として活動するために必要な知識・技術を学
びます。

１１月１１日・１８日・２５日いずれも土曜日午前１０時～午後
４時（２５日は午前９時～午後５時。計３回)
【杉並区福祉有償運送団体連絡会】

④福祉車両の運転協
力員講座（２０名）

１０００円
認知症を抱える家族の話し相手、短時間の見守りなどを
行う安らぎ支援員として活動するために必要な知識・技
術を学びます。

１１月１８日・２５日、１２月２日・９日（他に実習日１日）
いずれも土曜日午前１０時～午後３時３０分（計５回）
【新しいホームをつくる会】

⑤認知症高齢者家族
安らぎ支援員講座
（２０名）

５００円
子どもの居場所事業を通じて、様々な体験や地域住民と
の交流活動に従事するために必要な知識・技術を学びま
す。

１１月１１日・１８日・２５日、１２月２日・９日・１６日（他に
実習２日）いずれも土曜日午後２時～４時（計８回）
【和泉自由学校】

⑥子どもの居場所ボ
ランティア講座
（２０名）

１０００円
区内施設やイベントで紙芝居の上演と新たな紙芝居を創
作する活動を実施するために必要な知識・技術を学びま
す。

１１月４日・１８日、１２月２日・１６日、１９年１月１３日・２７
日、２月１０日・２４日いずれも土曜日午前９時３０分～正
午（計８回）【図書館サービスフロンティア】

⑦すぎなみ昔話紙芝
居講座（２０名）

〈会　場〉
　①②は区職員能力開発センター（成田
東４崖３６崖１３）、③は杉並保健所（荻窪５
崖２０崖１）、④はセシオン杉並（梅里１崖
２２崖３２）、⑤は阿佐谷地域区民センター
（阿佐谷南１崖４７崖１７）、⑥⑦はすぎなみ
ＮＰＯ支援センター（阿佐谷南１崖４７崖
１７阿佐谷地域区民センター４階）。
※各講座とも、現場実習は別会場となり
ます。

〈申し込み方法〉
　「募集案内」に添付されている受講申
込書を郵送またはファクスで、各講座の
締切日（必着）までにすぎなみ地域大学
担当胃３３１２崖２３８７へ。
〈募集案内配布場所〉
　地域課（区役所西棟７階）、職員能力開
発センター、区民事務所・分室、駅前事
務所、地域区民センター、区民集会所、
図書館にあります（区ホームページから
も取り出せます）。

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

居年中無休　午前７時～午後１１時巨

緯♯８８００ または緯３３７２‐８８００
胃３３７２‐８８１０

死call@8800.city.suginami.tokyo.jp

暮らしのちょっとし
たお問い合わせにご
利用ください

後期講座 受講生募集中！
すぎなみ地域大すぎなみ地域大学学


